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論 文 内 容 の 要 旨 
山本良太の論文「活動理論に基づく海外での社会貢献活動の分析－フィリピンにおける
ICT を用いた教育改善プロジェクトを事例として―」は、序章、終章を含んだ全 8 章から
構成されている。以下、各章の要旨をまとめる。 
序章では、大学教育において異なる文化の中で協同的に活動をすることの重要性ついて
論述し、事例として取り上げる社会貢献活動について説明している。 
第１章「先行研究と問題意識の明確化」では、社会のグローバル化の流れのなか、大学
が育成すべき人材と、その育成のための教育実践について概観し、課題について論じてい
る。近年のグローバル化を背景として、大学におけるグローバル人材の育成が喫緊の課題
として取り上げられるようになった。その方法として海外留学などの教育プログラムが実
施されているが、単に語学を習得するための留学ではホスト国の人々と交流することは難
しいことが報告されている。また、正課として位置づけられた海外でのサービスラーニン
グが、異文化間での協働を促進する機会になるととらえられるが、単位修得や学習課題に
重点が置かれるために、社会関係を調整する能力の育成が十分に促されない点が示された。 
第２章「活動理論を用いた実践の分析」では、活動理論を研究の理論的枠組みとして採
用し、海外での社会貢献活動をする際の学生集団の目的、役割、ルールの検討をしている。
海外で社会貢献をする学生集団を活動システムとして捉え、そこに参加する学生がそのシ
ステムのなかで、協働的な活動を相互構成的に展開していくプロセスを記述している。そ
こでは、二つ以上の活動システムが、共通の対象に取り組むために、それぞれの活動シス
テムの人工物や役割、ルールを変化させ、新しい活動システムが作られていく。拡張的学
習サイクルとは、このような活動システムが質的に転換していく過程を定式化したもので
ある。 
第３章「研究の方法論」では、先行研究の分析をもとに研究の意義と方法を具体的に提
示している。海外での社会貢献活動に参加する学生は、どのように問題を調整し、協働的
な活動を行うかを明らかにすることを研究の目的とし、それをもとに社会貢献活動を行う
ための学習環境のデザイン要件を提示することを目指す。分析枠組みには、活動理論を援
用し、役割、ルール、コミュニティ、媒介物、対象の観点からどのような活動システムが
構築されるのか、そのなかで活動する学生がどのように問題点を見つけ、解決への取り組
みをするか、文献とインタビュー・データをもとに質的に分析する手順について説明をし
ている。 
第４章「対象事例の活動が展開されたプロセス」では、2007 年から始まったフィリピン
で取り組んでいる小学校教師に対する研修活動の 7 年間の変容を説明している。研修は、
4 つの小学校で行われ、そこでの活動の様子を日本人学生が知覚した問題とその取り組み
という観点から記述している。最初に訪問した小学校での研修が成功したので、次の 2 校
でも同様の手法で研修を行った。しかし、これらの小学校では教師から授業時間中に行う
研修に対して反発があり、問題が生じた。学生たちは、この問題を解決しようと、フィリ
ピンにおける ICT の教育的意義を再確認し、研修の方法を変えていった。4 つ目の小学校
では、教師とのコミュニケーションを密接にとり、相手のニーズに合わせ、実際の授業場
面を想定した研修を実施することができるようになった。 
第５章「対象事例における学生集団の分析と考察」では、取り上げた事例について参加
した学生からのインタビューをもとに分析・考察している。新しくプロジェクトに参加し
てくる学生には、個々に自分の興味・関心にもとづいた目的があり、フィリピンの教師の
状況を十分に認識しないまま活動し始めるが、次第にプロジェクト・メンバーの一員とし
て成長していくなかで、プロジェクトの問題を解決していくために、試行錯誤がなされる。  
たとえば、学校の現状を把握するために、日常的に授業を参観し、フィリピン教師の授業
のやり方を観察し、それに基づいて研修を再編したりした。上級生から下級生へ知識・技
能を継承していくとともに、活動のなかで起きる問題を解決するためにフィリピン教師と
積極的に関わり、コミュニケーションを深めていく様子が確認された。 
第６章「海外での社会貢献活動をデザインするための要件」では、フィリピンでの小学
校教師に対する研修活動の事例をもとに、学生が異文化で社会貢献活動を実施する際のデ
ザイン要件をまとめている。継続的な活動への参加、活動を促す仕組みの用意、活動への
柔軟な対応、批判的に活動をとらえる視点、振り返りを通した活動の再編、コンサルテー
ションの提供、問題解決に向けた活動の変容の 7 点を海外での社会貢献活動の重要な要件
としてあげている。 
終章では、研究全体を振り返り、課題を確認し、今後の研究の方向性を展望した。本研
究では、海外の社会貢献活動の一事例を取り上げ分析したが、今後、海外での同様の事例
について研究を続け、異文化間での教育実践のデザイン要件を洗練していく必要性につい
て述べている。 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
山本良太の論文「活動理論に基づく海外での社会貢献活動の分析－フィリピンにおける
ICT を用いた教育改善プロジェクトを事例として―」について、以下審査結果の要旨を述
べる。 
 本論文の特徴的な点として、次の 3 点をあげる。 
第一の特徴は、グローバル社会に求められる人材育成を目的とした教育実践に着目し、
大学教育において関心が高まってきた体験型の教育実践に必要なデザイン要件を提示した
点である。近年、グローバル 30 やスーパーグローバル大学など大学の国際化のためのネ
ットワークづくりや教育プログラムが注目されるようになってきた。このような流れを受
け、多くの大学は新しい教育プログラムを立ち上げ対応しようとしているが、そのほとん
どが海外留学と語学教育の充実である。しかし、これでは従来のアプローチと何ら変わる
ことがない。単に規模を拡大しただけである。 
本論文では、海外での社会貢献型の活動の可能性を論じている。21 世紀の社会に対応す
る能力として、経済協力開発機構（OECD）は、キー・コンピテンシーを提案し、「道具を
相互作用的に用いる」「異質な集団で交流する」「自律的に活動する」の 3 つの構成要素を
あげた。これらの能力を育成するには、異文化の中で目標を達成するために、異質な集団
に入り込み、対立を調整し、問題を解決したり、チームを組んで協働したりすることが求
められる。このような教育実践は、グローバル社会で多様な人たちと共存していくために
は不可欠である。そのひとつの事例として、フィリピンにおける学生の社会貢献活動をと
りあげ、その活動を詳細に調べ分析している。事例として取り上げた活動は、フィリピン
の小学校教師を対象に、授業で ICT を効果的に活用する研修である。日本人学生がフィリ
ピンの小学校に出向き、フィリピン教師に対して研修を実施するには、まさに価値観の異
なる人々と協働して共通の目的を達成していくコンピテンシーが求められる。本研究は、
実際に海外に出向き日本とは習慣が異なる環境のなかで、学生自身が体験を通して学びを
深めていくことの重要性について論述しているだけではなく、そのような教育プログラム
をデザインする際の要件を提示している。 
21 世紀型スキルや学士力、社会人基礎力、グローバル人材などさまざまな呼び名がつけ
られ、現代社会において身につけるべき資質・能力の重要性が謳われている。しかし、こ
れらの資質・能力を身に付けるために、具体的にどのような教育プログラムを実施するこ
とが大切であるか、これまで十分な議論がなされているわけではない。本研究において、
グローバル人材を育成するためのひとつの事例として、フィリピンでの社会貢献活動を取
り上げ、研究成果として 7 つのデザイン要件を提示したことは、大学教育に対してひとつ
の方向性を示すことができたといえる。 
第二の特徴は、長期的にフィールドにはいり、社会貢献活動の変化の様子を追うことで、
詳細な活動状況を描写できた点である。海外における社会貢献活動に関する研究はこれま
で十分に行われてこなかった。なぜなら、異文化における研究は、文化についての理解だ
けでなく、言語の問題や社会制度の違いなどで、手間がかかるからである。先行研究を見
ると、一回限りの海外でのサービスラーニング活動を通して学生の変容をアンケート調査
により分析したものが多い。しかし、それでは現地の人々との関わりが見えないまま、学
生の学習成果だけに着目したものになってしまう。 
本論文では 2007 年から 7 年間にわたる学生の社会貢献活動のデータを収集し、複数校
での学生の社会貢献活動を長期的な時間軸で取り上げ、各々の学校で現地教師との関わり
の変化の中から、教育実践の在り方が論じられている。異文化における調査は、相手の文
化・歴史的な状況を十分に理解して初めて、そこで起きている出来事の意味を理解するこ
とができる。研究活動は、現地で受け入れられ、現地の人々との信頼関係を十分に構築し
ていくプロセスを抜きにはあり得ない。それには長期的にかかわることに加えて、現地の
人たちと協働することを通して信頼を得る地道な活動がなくてはならない。学生の活動を
追って、何度もフィリピンに渡航し、フィールドにおける現地の教師とのやり取りを観察
し、学生に対して継続的なインタビューを行うことで、研究の質を高めることができたと
いえる。 
第三の特徴は、学習活動を活動システムにおける関係性の変容であるととらえている点
である。従来の学習観では、能力を個人の内側に蓄積されるものととらえ、効果的、効率
的に知識を蓄積してもらう方法を探ることが教授デザインであると考えられた。そのため
には、異文化で円滑に活動するために必要な知識と技能を効率的に教えることができれば
よい。しかし、実際には蓄積された知識を、異文化の現場で活用することは容易ではない。 
本研究では、学生集団を活動システムととらえ、活動システム内でのルールや役割の変
化に着目し、異文化でのズレが原動力となり、システム内でどのような調整が起きるかを
説明している。また、異文化の活動システムと日本人学生が交わることで、学生集団側の
活動システムが変容していくことについても論述している。教室で行われる学習は、個別
の学生に焦点が当てられ、知識・技能の習得についてどのように変容したかを分析するが、
海外での社会貢献活動は、個別の学生の知識習得よりも、学生集団の総体としてのパフォ
ーマンスに関心を向ける必要がある。活動理論は、学生の社会貢献活動を記述するうえで
鍵となる理論であり、従来とは違った観点で学習活動を記述することができる。役割、ル
ール、コミュニティを関係論的な視点でとらえ、そこに参加する人々の相互作用をダイナ
ミックに記述し、時間とともに変化していくプロセスを分析していく。この研究アプロー
チは、海外での社会貢献活動などを含むアクティブラーニングの研究に新しい視点を提供
するものだと言える。 
まとめると、本研究は 21 世紀の大学教育に対して新しい教育プログラムを提示し、知
識・技能だけでなく、全人格的な資質・能力を育成していく上での大きな指針になること
が期待される。 
 以上の点を鑑み、本論文は博士論文として価値のあるものと認める。 
